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令和４年度に入り、穂別中学校では、コロナ禍によって世間が揺れ動く中、学校の新しい生

活様式に基づいて、どの取組が可能でどの取組が不可能なのか何度も検討を重ね、学校祭の内

容を決定しました。今年度は、全校合唱やフリーマーケットが復活するなど制限が緩和され、

活動の幅が広がりました。生徒達は1学期の後半から計画的に準備を進め、2学期開始直後に

本格的な準備活動に入りました。特に、9月１日（木）からの学校祭準備期間では、本番に向

けた準備や練習が熱心に行われ、学校全体が活気に満ちた雰囲気になりました。

９月１７日（土）の学校祭当日の発表では、全校生徒41名が、この取組を通じてひと回り

成長した自分を精一杯表現しており、令和4年度の学校祭は大成功に終わりました。真剣な表

情で合唱を歌ったり演技をしたりする生徒達を見て、大変嬉しく思いました。

さて、学校祭に取り組む目的について考えます。生徒達は集団の中で様々な活動することで、

自分のよさを認識するとともに、自分の生活面や人間関係の課題を見い出します。そして、一

緒に活動している友達と交流しながら、自分と友達を比較し、友達のよさを認識するようにな

ります。やがて、友達のよさを自分も身に付けたいと思うようになり、現在の自分の課題を克

服し、よりよい自分になるために努力して、人間としてひと回り成長します。学校祭の取組を

行う目的の１つには、このような人間的な成長を期待する面があります。（このような、自身

を客観的に見る力を“メタ認知”といい、今の学習指導要領では大切にしている力です。）

これは、毎日の授業でも同じです。例えば、道徳の授業で自分の考えをワークシートに記入

し、その後、クラスメイトとお互いの考えを交流したとします。自分の考えのよい所とクラス

メイトの考えのよい所をお互いに認め合い、さらによりよい考えを身に付けるために、クラス

メイトの考えのよい所を吸収し、新たな考え方が身に付いて成長します。こうして、自分の資

質・能力を伸ばしていくために行われているのが毎日の授業です。

学校祭終了後は、落ち着いて学習に取り組む絶好の機会です。今後は生徒一人ひとりが、学

校祭の取組を通じて身に付けた資質・能力を存分に発揮しながら、毎日の授業の中でさらに伸

ばしていくことを期待しています。

保護者の皆様の学校祭への多大な御協力に心から感謝します。今後も引き続き、本校に対し

まして御支援をお願いします。

＜第１学年＞ ＜第２学年＞ ＜第３学年＞



＜保護者の皆様へ＞
①９月３０日（金）は弁当日になっています。お子様の昼食の準備をお願いします。
②１０月３日（月）から部活動終了時刻が１７：１５になります。それに伴い、最終のスクールバスの出
発時刻が１７：３３（仁和・栄方面）１７：４０（富内方面）１７：２９（稲里方面）１７：３０（キ
ウス隆農方面）になります。改めて行事予定表を御確認ください。

＜第３学年の保護者の皆様へ＞
第３学年を対象に４月１９日（火）に実施しました全国学力・学習状況調査の本校の分析結果を近日中

に配付する予定です。先月配付した個人票と合わせて本校の生徒の学習状況を把握し、今後の家庭での学
習にお役立てください。

今年度は第１・２学年の生徒を対象に、
穂別水泳プールにおいて、７月から３回の
水泳授業を実施しました。９月１日（木）
をもちまして、今年度の水泳授業を無事終
えることができまし
た。生徒達は大変意
欲的に水泳に取り組
んでおり、体力の向
上に対する意識の高
さを感じました。

今月は、防災月間であることから、非常食に
ついて学びました。災害時は炭水化物を多く摂
りがちになり、タンパク質やビタミンが不足す
る傾向があるため、それらを多く含んだ鯖の缶
詰やドライフルーツ、海藻などの食材を備えて
おくとよいことや、最低でも３日分の非常食を
備えておく必要がある
ことなどを知り、大変
有意義な時間になりま
した。全校放送による
食に関するクイズもあ
り、生徒達は興味をも
って聞いていました。
北本先生、ありがとう
ございました。

＜寄贈に感謝します。＞
９月６日（火） に遠藤建設株式会社様から、カラープリンター1台、マイクロ
ＳＤカード2枚、デジタルカメラ２台の寄贈を受けました。教育活動を推進する際
に有効に活用させていただきます。 ありがとうございました。遠藤建設株式会社
様には後日、 感謝状を贈らせていただきます。

平成３０年９月６日に発生した北海道胆振東部地震を教訓として、児童生徒の防災意識を向上さ
せるために、胆振防災教育デー（毎年９月６日）が位置付けられています。今年度は、本校では前
日の９月５日(月)に避難訓練を実施しました。訓練は、①地震による落下物から頭を守る訓練、
②地震により火災が発生した校内からグラウンドに避難する訓練、③水消火器を使用した消火訓練、
④穂別消防署の方々による説明、⑤心肺蘇生の実習、⑥ＡＥＤ（自動体外式除細動器）を使用した
救急救命講習と、盛りだくさんの内容で行われました。生徒達は、普段よく目にすることはあって
も、実際に触れることはない消火器の使用方法を学んだり、ＡＥＤとは何をするためのものなのか
を学んだりと、防災についての知識を深めることができました。また、心肺蘇生については生徒全
員が実習することができ、大変貴重な経験となりました。今回の避難訓練の実施に際し、快く協力
してくださった穂別消防署の皆様には心から感謝申し上げます。。

災害はいつ発生するかわかりません。災害の発生に備え、各御家庭では避難場所や避難経路の確
認、家具の置き方の工夫、食料・飲料の備蓄、安否の確認方法の決定等、対策が万全かを改めて
確認していただきますようお願いします。

＜消火訓練(水消火器）＞ ＜穂別消防署の方々による説明＞ ＜心肺蘇生の実習＞


